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はじめに

第１ 判決内容について … 何が判断され、何が判断されていないか？

第２ 判決の意義 … 結果ではなくプロセスを評価

第３ 課題 … 歯科技工海外委託問題は未解決 … 歯科技工士の将来構想

第１ 判決の内容について
１ 原審から最高裁まで一体として判断する事。

２ 訴訟技術的な論点について判断 … 法律上の争訟・確認の利益・国賠法上の違法

３ 歯科技工海外委託が違法か否かは判断されていない。

… 日本歯科新聞の記事「敗訴でも適法とされたわけではない」

第２ 判決の意義
１ どのような目的で訴訟を提起したのか … 政策形成訴訟。

２ プロセスをみる。

… 訴訟内でのプロセス 国の主張が明らかになる。

高裁での和解 … 裁判官の理解（今訴訟の絶大な成果）

… 訴訟外のプロセス メディアの対応 … 新聞・雑誌・テレビ等

国会議員の対応 … 意見書・質問主意書 国会質疑 勉強会指導

シンポジウム参加 （超党派・１４人）

地方自治体の対応 … 意見書 府県市町村 ５１件

地方の歯科技工士会等の対応 … 和解賛同４３技工士会 歯技協

歯科医師の対応 … 保団連 各県保険医協会 ＮＰＯ法人みんなの

歯科ネットワーック等

学者の対応 … 論文、シンポジウム

消費者団体の対応 … 全国消費者団体連合会・シンポ出席その後の対応

３ 成果

① 歯科技工海外委託の問題性を広く認知させることに寄与したこと。

② 問題解決に向けて連携・協力団体を構築してきたこと。

③ 解決に向けて一つの潮流を作り上げてきたこと。

④ 歯科技工士制度の重要性について認識が深まったこと。

⑤ 歯科技工の医療としての認識が深まったこと。

⑥ 海外委託以外の歯科技工士の抱えている山積する問題に関心が寄せられてきたこと。

⑦ 行政の歯科技工士に対する対応や考え方が明瞭に引き出されたこと。

第３ 課題 … これまでの成果を踏まえて歯科技工海外委託問題の解決を。

１ 海外委託解決のビジョンの提言 … 歯科技工士の将来構想

① 現在の歯科技工士制度を維持・充実・発展させる見地からの提言であること。

② 現状歯科技工士制度との整合性を図ること。

③ 歯科医療関係者以外に消費者、法律家、学者等の視点からの検証。

２ 立法的・行政的解決を … 国会議員・政府への働きかけ。

違法入れ歯断固阻止・歯科医療を守る国民運動推進本部


